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昭和 32 年 5 月

9 月

40 年 12 月
45 年 12 月
48 年 10 月
51 年   7 月

54 年   7 月

59 年   5 月
61 年   2 月

平成元年 5 月

3 年 11 月

5 年   5 月

10 月

9 年   7 月

14 年 10 月
20 年   1 月

国頭郡名護町字名護 767 番地にて、合資会社
旭建設　設立。資本金 B35 万円
琉球政府に建設業登録をし業務開始。
本店を嘉手納村嘉手納 547 番地に移転
資本金 50 万ドルに増資
本店を北谷町字砂辺 349 番地へ新築移転
資本金　3,050 万円に増資
合資会社を株式会社に組織変更。
資本金　3,050 万円に増資
業務拡張の為、北谷町浜川 48 番地に本社を
移転
資本金　4,900 万円に増資
一級建築設計事務所登録
那覇警察署庁舎建築工事 ( 建築 2 工区 )
昭和 63 年度沖縄県知事表彰受賞
沖縄県庁舎行政棟建築工事 ( 共同企業体 )
第 32 回建築業協会賞受賞
県営美浜高層住宅 1 号棟第 2 工区建築工事
平成 4 年度沖縄県知事表彰受賞
建設業退職金共済制度の普及促進に尽力した
として労働大臣より表彰
多年にわたり建設事業の振興に尽力したとし
て建設大臣より表彰
ISO 9001　取得
ISO 14001　取得

商号
所在地
代表者

創業
資本金
決算期

営業種目

取引金融機関

役員

従業員数

旭建設株式会社
〒904-0112 沖縄県中頭郡北谷町浜川 48 番地
代表取締役社長　翁長 淳
昭和 32 年 5 月
4,900 万円
6 月
●特定建設業許可
　沖縄県知事許可（特 -28）第 596 号
●沖縄県知事登録第 182-743 号

コザ信用金庫
沖縄銀行
琉球銀行
代表取締役社長　翁長 淳
専務取締役　　　翁長 則仁
常務取締役　　　（工事部門）新垣 清忠
常務取締役　　　（営業部門統括担当）神谷 彰
25 名

弊社は、戦後焦土化した沖縄が米軍の統治下に有り、荒廃の中から復興へと混乱が続
く昭和３２年に米軍を対象に創業した会社であります。　以来激変する世相と共に度
重なる困難の中、多くの方々のご支援・ご芳情に支えられ、今日を迎えることが出来
ました。　心より感謝申し上げます。

日本経済の動向、社会情勢の変化、多種多様化する時代の要請に対応出来るよう創業
以来の志・理念を忘れず役職員各々が自己研鑽に励み、更なる技術の向上、明るい職
場づくりに努め、社員の生活向上を図ると共に事業の継続的成長を進め、社業を通し
て地域社会の発展・繁栄に貢献することを目指していきます。
今後とも尚一層のご指導、ご鞭撻を賜りますよう心からお願い申し上げます。

旭建設株式会社　代表取締役社長　翁長　淳



建築
ARCHITECTURE

コザ信用金庫新本店建築工事

レスパイトリゾート新築工事 ホテル GranArena 改修工事

コザ信用金庫新本店建築工事　大会議室

コザ信金免震階・水平変位測定装置

中城南小学校改築工事 比屋根マンション新築工事 浜川小学校プール改築工事

浜川小学校放課後学童児童クラブ新築工事 北谷第二幼稚園園舎改築工事北谷消防署庁舎建設工事

コンドミニアムホテル MOMPA 新築工事いなんせ葬祭会館新築工事

“施設の目的をしっかりとかたちにします”



土木
CIVIL ENGINEERING

令和 3 年度サンセットビーチ改良工事

石川～上間送水管布設工事（池原工区）その７

桑江総合運動場改修工事 砂辺馬場公園遊具改修工事
浜川漁港フィッシャリーナ地区
連絡通路整備工事（その２）

平成 30 年度宮城１号線改良工事 北谷浄水場配水池建設工事 インディアンオーク号改修工事

“自然との調和・資源を活かして造る”



SDGs への取り組み

ドラゴンズベースボールアカデミー

54 sa bo Vol.125 2019 Winter

技術の概要
Fixrグラウンドアンカー工法は、アンカー体を横補強鉄筋（スパイラルスペーサー）で補強するとともに、構造部材
を全て耐食性材料により構成した高耐食・高耐力グラウンドアンカーである。
Fixrグラウンドアンカー工法の型式は、ナット定着方式の周面摩擦引張り型アンカーであり、次のような特徴を有し
た工法である。
（1）  構造部材をすべて耐食性材料のみで構成し、長寿命化とメンテナンスコストの最小化を図ることができる。
（2）  アンカー体部をスパイラルスペーサーで補強し、グラウトの割裂発達を抑制して耐力を向上させることができる。
（3）  スパイラルスペーサーにより、施工時にテンドンのエポキシ樹脂被覆の損傷を防ぐとともに、グラウトのかぶり

を確保することができる。

施工事例（国道トンネル坑口地すべり対策工事）
事業主体： 国土交通省北陸地方整備局長岡

国道事務所
施工場所：新潟県三条市塩野渕
採用理由： 予期せぬ地すべりによる過緊張

時での柔軟な対応が可能な工法
として採用された。

技術のポイント
●高耐食
Fixrグラウンドアンカー工法（以下本アンカー）は耐食性材料のみで構成され
ている。定着具（テンドングリップ、定着ナット）には二相系ステンレス材
（SUS32 9J4L ）、引張り材には内部充填型エポキシ樹脂ストランド「ECFストラ
ンド」を使用し、セメント系の定着用膨張材を用いて、テンドングリップとECF
ストランドを把持する構造としている。アンカーの劣化は頭部部材の腐食が主な
要因とされているが、本アンカーは耐食性材料を採用することで、雨水や結露、
地下水による腐食を防ぎ、長寿命化を図っている。また、従来のアンカー工法は、
ほとんどが頭部防食のために防錆油を使用するが、本アンカーは防錆油が不要と
なることから、維持管理の簡易化・コスト縮減が見込まれる。

●高耐力
アンカー体部（定着部）の地盤強度が低い場合は、地盤の拘束力が弱いため打設し

たグラウトの割裂破壊が発生し、引張り材の付着力も低下すると考えられる。本アン
カーはグラウトの変形を拘束するために、アンカー体部にステンレス製のスパイラル
スペーサーを配置した。これにより低強度地盤においてもグラウトの割裂破壊を抑制
し、アンカーの耐力が向上した（高耐力化）。さらに、施工時におけるECFストラン
ドのエポキシ樹脂被覆の損傷防止や、確実にグラウトのかぶりが確保できる仕様とし
ている。

建設技術審査証明の紹介 （一財）砂防・地すべり技術センター 企画部

技術審査証明28
【技術名称】 Fixrグラウンドアンカー工法（高耐食・高耐力グラウンドアンカー工法）

【審査証明取得日】 平成30年4月27日
【取得会社】 国土防災技術株式会社　合同会社北谷中村　旭建設株式会社　サンスイ・ナビコ株式会社

【技術詳細に関するURL】 http://www.snse.co. jp

Fixrアンカー納入 状況 アンカー定着後状況（近景） アンカー定着後状況（遠景）

テンドングリップ・定着ナット

スパイラルスペーサー

Fixrグラウンドアンカー標準構 造図

旭建設の取り組み
COMPANY INITIATIVES

ISO9001/ISO14001 認証

特許内容

うちなー健康経営宣言

私たちは、地域で活躍するスポーツチームとその企
業を応援します！！

ISO9001 の認証を取得　顧客の要求に応え、満
足する高品質の製品を提供するとともに品質マネ
ジメントシステムの継続的改善を実施し、地域社
会に貢献する。
ISO14001 の認証を取得　環境への配慮を行って
います。
環境保全のため赤土流失等防止への徹底。
照明不必要時の消灯・エレベーターの停止による
省電力。
高校・専門・大学などのインターンシップ等も積
極的に行っています。
地元の文化、スポーツ振興、産業振興に係る寄付
や事業協力を行っています。
家づくり・補修工事に携わり住み続ける街づくり
に貢献しています。
配管工事・下水道工事に携わり、安心して飲める
水を利用できる環境を作っています。
地域ボランティア清掃に積極的に参加していま
す。
社員の健康管理の為、年 1 回の健康診断の実施。
熱中症対策の一環で、現場作業員には空調服の支
給を行っています。
保護司会への登録を行っています。
定年再雇用、従業員の能力向上に向けた資格取得
の為の金銭的サポート、社内・協力会社向けの当
社主催の勉強会（インボイス説明会等）も行って
います。
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